
  

 

 

一歩一歩、確かな成長を実感して 

♦令和６年度・前期が終わりました 
◎夏休み明けの８月２６日から学校が再開して、早いもので１ヵ月半が経ちました。２学期制を実施している本

校では、本日をもって、前期が終了しました。保護者の皆様には、年度当初より本日まで、本校の教育活動に

ご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。ありがとうございました。 

前期は、子どもたちが自主的に考えて取り組む活動が印象的でした。企画集会委員会による縦割り活動で

は、高学年がリーダーシップを発揮して、低・中学年を交えてグループごとにレクリエーションや折鶴づくりなど

を行いました。異年齢集団での笑顔いっぱいの活動で、それぞれに心の育ちを感じさせられました。 

また、コロナ禍で実施困難だった校外学習や、ゲストティーチャーをお招きしての学習も多く実施されました。

校外学習では、実際に目で見て肌で感じる体験を通して、学びを深めることができました。ゲストティーチャー

による授業では、新たな発見や気付きを得ることができました。すべてが貴重な体験となりました。 

ご家庭では、夏休みの自主学習期間や９月の家庭学習チャレンジ週間に、子どもたちが基礎的な内容の習

熟や興味関心のあることを掘り下げる学習に取り組めるよう、声掛けをしていただきました。タブレット端末の

活用も進み、家庭学習の習慣が身に付いてきています。一人一人の確かな成長が感じられる前期でした。 

 

◎本校では「赤坂（あかさか）」の４文字から、育てたい子どもの姿を、右記の

ように考えて実践を続けています。 

あ：明るく笑顔で友達に接し、お互いの「よさ」に目を向けて、自分自身  

と友達を大切にできる子どもを育てます。 

か：学習でも学校生活でも、周りの様子を見て、しっかり考えて行動しよ

うとする子どもを育てます。 

さ：何事においても、あきらめずに最後まで取り組もうとする粘り強い子どもを育てます。 

か：基本的な生活習慣を身に付け、地道にがんばりぬく、心も体もたくましい子どもを育てます。 

 

◎本日の終業式では、学習や様々な活動を通して、上記の目指す姿を見事に体現できた子どもたちの頑張り

を讃えました。ご家庭でも、それぞれの「よいところ」や成長ぶりを、ぜひほめてあげてください。 

 

 

◎本日、前期のあゆみを子どもたちに渡しています。北九州市では、今年度より、業務改善の視点から、あゆ

みの所見は、全市後期（３学期末）のみの記入となっています。お子様の学校での学習や生活の様子につい

ては、長期休業前の個人懇談会や、日々の連絡帳などでお知らせします。 

 

 

◎１０月１０日（木）～１４日（月）は、学校はお休みです。長かった残暑もようやく落ち着き、過ごしやすい気候

となりました。「読書の秋」や「スポーツの秋」などと称され、様々な活動に取り組みやすい季節です。５日間と

いう短い期間ですが、興味関心のあることや、これまであまり取り組まなかったことなど、何か一つ目標を決め

て、自ら進んでチャレンジしてみてはいかがでしょうか。きっと心も体も実り豊かな秋になることと思います。 
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火事からまちを守る 

【３年生】消防士さんといっしょ 
◎３年生は、社会科の学習で、八幡西消防署と

折尾分署から消防士さんをお招きしての授業を

行いました。みんなの安全な暮らしを守るために、

どんな仕事をしているのか、万一に備えてどんな

訓練をしているのかなど、教えていただきました。 

体験する場面では、火事が起きた時に、どのように通報するかを手順に従ってやってみました。消火器の使

い方練習では、消火剤の代わりに水が入った消火器を使って、ピンを抜いてカラーコーンに向けて水を噴射さ

せました。どの子も、実際の火災現場を想定して、真剣なまなざしで取り組んでいました。 

また、消火用のホースや救助用のロープなど、消防士さんが使用している道具に触れたり、煙が充満してい

る場所を実際に歩いて避難する練習をしたり、体験を通して多くのことを学ぶことができました。 

 

☆ようこそ折尾中学校の先生方  小中連携公開授業  

◎９月２６日（木）、折尾中学校の先生方が来校され、本校の授業の様子を見学さ

れました。この取組は、小学校と中学校双方で授業の様子を参観し、気付いたこと

を意見交流することを通して、私たち教員の授業力向上を図るとともに、児童生徒

理解を深め合うことを目的として実施しているものです。 

参観された中学校の先生方から、授業内容や児童の頑張りについて、多くの感

想が寄せられています。その一部を紹介します。 

 

 

 

今後も、中学校との連携を深め、よりよい授業づくりのために双方で研修を進めてまいります。 

 

『一人一人が主人公』～後期の活躍を期待して 

◎後期は、５，６年生の宿泊行事に始まり、１１月２３日（土）には『スポーツフェスティバル』が開催されます。今

年のスポーツフェスティバルは、高学年を中心に、子どもたちが自主的に考えて活動する場面を多く取り入れ

て、達成感を味わえる機会としたいと考えています。一人一人が目標をもち、さらにステップアップできるよう、

期待を込めてエールを送りたいと思います。 

・先生と児童の関係が良好で、楽しい雰囲気で授業が展開されていました。 

・どの学年も、子どもたちが意欲的に発言していました。グループでも意見を

出し合う姿が見られました。 

・子どもたちが、自分の考えをもち、仲間の考えをしっかり聞きながら学習し

ていました。 

・つまずいたときは、友人のちょっとしたヒントをもとに作業を行う姿勢ができ

ており、普段からこのように学級で助け合いを行っている様子が伺えました。 

・１年生はにぎやかな雰囲気だと想像していたが、実際に学級を見ると、落ち

着いた様子で授業に集中することができていたので驚きました。 

・来年の新入生ということで、６年生の見学をさせてもらいました。意見が活

発に出ていたので、日頃の授業から自分の意見や考えを書いたり、発表し

たりすることができているのだろうと感じました。 


